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産業用ヘルメットの進化
ヘルメット規格の変遷とともに

谷　澤　直　人

զが国に国࢈がొ場してീे༨年，࢈業用ϔルϝットは働くਓの大な಄෦をकってきた。ॳめて
格（+*4）ができたのはن業用ϔルϝットに関する日本工業࢈ 1951 年のことで͋るが，Ҏདྷ，࣍にわた
る +*4 改ਖ਼，1975 年の「อޢのن格」੍定およびその改ਖ਼を通͡て，ੑ能に関する要ٻ水準はஈ֊的
に上がっていった。
本ߘでは࢈業用ϔルϝットにるن格の，主な内容の変遷を୧るとともに，のਐ化をう。

キーワードɿϔルϝット，อޢ，安全，อ安，ඈདྷ・མ下用，མ࣌อޢ用

1．はじめに

զが国で࢈業用ϔルϝットが使われ࢝めたのは，ত
ॳظで͋る。᷂୩作ॴのલ，୩ᖒᅎ業ॴ（1932
（ত 7）年業）がファイόーの国࢈ϔルϝット
のൢചを開࢝した 1933 年ごΖは，や߭ࢁで使わ
れていたࢠの΄とΜどがで，ごくۮにアルϛ
が使われていた。
ϔルϝットがく全࢈業にී及したのは，ଠ平༸ઓ
૪ऴྃޙで͋る。ઓޙの෮ڵとともにϔルϝットの生
開されたものの，当ॳはかなりૈѱなもྲྀ࠶も࢈
通したが，1951 年に日本工業ن格（+*4）が定められ，
に一定のੑ能がٻめられるようになった。それҎ
߱，のਐ化とともに行われたن格改ਖ਼により，࢈
業用ϔルϝットのੑ能水準はண実に上していった。
なお，࢈業用ϔルϝットはこれまで「อ安」「安
全」「อޢ」とࡾ通りでݺれてきたが，本ߘで
はそれを۠ผせͣに，୯に「ϔルϝット」と記すこと
にする。

2．規格以前の産業用ヘルメット

日本อ安用協）「࢙อ安のೋे年」の࢛լࢤ
会「セイフティダイジΣスト 14 ר 12 号」1968 年）
には，1932 年ࠒに安全利ࣾの上ࡀがアルϛ
ϔルϝットを作り࢝めたと͋る。これが国࢈ϔルϝッ
トの第一号で͋る。
また，日本߭ࢁ協会がত 9年度事業で，国内に͋
る 13 かॴの߭ࢁに，アルϛの「上式安全ࢠ 1

号型」をしてࢼ用させたという記が͋る（日本
1936「用成ࢼのࢠ安全」協会ࢁ߭ 年）。ここには，
ϔルϝットண用によりࡂをܰ減できた例が多書か
れているが，それとともに，ॏい，ؾෆྑ等のෆຬ
のも記されている。また，アルϛならではのܽ
点として，2か月΄どでֺඥのऔりけ෦分がのた
めに৯した，ੑࢎ水༹ӷの発生する道では 3，4
か月の使用で݀が開いた，こͿし大のམੴでこみ，
第一ઢの作業ऀのものは 1年ؒですっかりܗが変わっ
た，などと報ࠂされている。当࣌のアルϛ体はટ
盤によるらߜりで作られており，ݎ࿚さをܽいてい
た。
一方，୩ᖒᅎ業ॴが 1934 年 2 月に実用新案特ڐを
ೝめられたϔルϝットは，όルΧφイζドファイόー
に࣫をࡾ度ృりして仕上͛たもので，Χッύ型とݺ
れるಠ特のܗঢ়をしていた（写真─ 1）。このૉ材は
ઈԑੑ，ຎੑ，িܸੑなどに༏れ，ܰくてؾి
通ੑؾがྑく，アルϛよりも安価だった。ண装体が
現ࡏとಉ͡ハンϞック式で͋ることから，૬Ԡのিܸ
ऩੑ能も備͑ていたが，使用しているうͪに体அٵ
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面から水をٵい，࣍第にॊらかくなってしまうという
大きな弱点が͋った。また，ଆ圧ੑ能はθロに等し
かったので，内で࣌ʑ発生していたڬまれ事ނには
ແྗだった。
ઓ࣌தも܉事用にੴが増࢈されたため，ϔルϝッ
トのध要はଓいたが，アルϛはૣʑにݪ料入手がࠔ
となり，もっͺらこのファイόーのϔルϝットが
。されたڅڙ
ऴઓޙ，͋らΏる資材がఈし，く生࢈できない
ฌୂ（.P）がమの下ݑの܉がଓいたが，ਐறؒظ
にඃっていたフΣϊールथࢷ（ベークライト）の内
（インφー）の大量い下͛が͋り，それをੑιー
ダでચড়し，࠶ృ装した上で内装体をऔりけてൢച
したとこΖ，ਓؾとなった。これが現ࡏまでଓく，
.P型ϔルϝットのྲྀݯで͋る。

3．ヘルメットに関する JIS規格の制定

（1）「JIS M 7608-1951（鉱山用保安帽）」
1947（ত 22）年 4 月，࿑働基準法が੍定され，
ઓલに߭や工場に対して出された安全に関するॾن
定が࿑働安全Ӵ生نଇとしてまとめられた。そのޙ，
1951 年にզが国ॳのϔルϝットに関するن格とし
て，「+*4.7608�1951（߭ࢁ用อ安）」が੍定された。
当࣌，߭や߭ࢁでམੴによる಄෦の事ނがଓ出した
ことから，特に߭ࢁで使用されるอ安にద用された
もので͋る。
この +*4 格はまことに簡ૉなもので，ి圧ੑとن
式に分かれていた（表ܗにより，4（度ڧ体）さڧ
─ ٻ࿚さと؏通ੑがݎでは，のݧࢼさڧ。（1
められた。ݎ࿚さのݧࢼでは，表─ 1に示された࣭
量のమ球を，定められたߴさから体頂෦にམ下さ
せ，体のഁࡅやُ྾，大きなく΅みができないこと
が要ٻされた。ࠓ日ٻめられているিܸٵऩੑ能は，
。格の項に入っていないن
؏通ੑݧࢼは，表─ 1に示された࣭量のమਲ਼を，

定められたߴさから体頂෦にམ下させ，頂෦に 10
ϛリҎ上のく΅みができないこと，また，体にಥき

さった場߹でも，ઌが体頂෦から 10 ϛリҎ上
出ないことがٻめられた。現行の「อޢのن格」の
མ࣌อޢ用のݧࢼでは，体に 1.8 LH の円ਲ਼ܗス
トライΧを 0.6 mからࣗ༝མ下させた࣌のく΅みが 15
ϛリҎ下で͋るから，མ下エネルΪーでൺֱすると，
当࣌のA�1，B�1 。しかったことになるݫの方がೡΖܗ
ి圧ੑݧࢼはܗ式A�1，A�2 のอ安に対して行

われたが，อ安にໄঢ়の水を 2分ؒࢄ水したޙ，
体頂෦とハンϞックの内ଆの意の点とのؒに2,000 V
のి圧を 1 分ؒՃ͑，これに͑ることが要ٻされ
た。これは，内ిंに用いるདઢの架ۭઢ৮によ
るిײ防ࢭを೦಄にஔいたもので，ྲྀ圧ిྲྀに対
するੑ能で͋った。
ઓલからのファイόーϔルϝットは，このن格の

のࡿに߹格するために，ैདྷよりも「ݧࢼ࿚さのݎ」
෦分をߴく改ྑせ͟るをಘなくなったが，これはڱい
1960，ޙ内で働く作業ऀの評判をམとし，その 年
લにはすっかり࢟をফした。
機械的ڧ度にྼっていたアルϛだが，ૉ材ϝー
Χーと共ಉで型ԡしによる成ܗ技術と新ૉ材のڀݚが
ਐみ，ۭߤ機に用いられた通শ 174（ジュラルϛン）
とݺれるAM�CV ߹ۚのが作られた。これは
ैདྷにൺてངかにؤৎだったが，৯ੑにྼった
ため，年でが打ͪられ，524 とݺれる
AM�.H ߹ۚにりସった。また，৯ੑ対策のアル
マイトՃ工や，ిײ事ނ対策のઈԑృ装といった工
がなされた。現ൢࡏചされているアルϛ߹ۚは，わ
ͣか 1型式のみで͋る。
さて，国࢈のプラスνックϔルϝットが発ചされ
たのは，フΣϊールथࢷが 1950 年，'3P（ણҡڧ
化プラスνック）が 1953 年で͋る。フΣϊールथ
をؚਁさせたをຕ積し，それࢷの体は，थࢷ
をۚ型でՃՃ圧して成ܗする。その特ੑは機械的な
ઈԑੑ，水ੑ，ੑؾい΄か，ܰ量でిڧ度がڧ
にも༏れていた。一方，'3P の体は一般に，材
にポリエステルथڧ，ࢷ化材にガラスણҡを用い，ۚ
型でՃՃ圧して成ܗする。その特ੑとしてিܸٵऩ
ੑ，対ީੑ，ੑ，ༀੑなどに༏れており，そ
の࢈，ޙ業用ϔルϝットの材࣭の主ྲྀとなった。
フΣϊールथࢷは '3P に༏るともྼらない体材
࣭で͋ったが，成࣌ܗにथࢷのண৭ができͣ，仕上͛
にృ装がෆ可ܽなことが上のॏ大なܽ点となり，
。をফしていった࢟第に࣍

（2）「JIS M 7608-1955（保安帽）」
1952（ত 27）年，「࿑働安全Ӵ生نଇ」が改ਖ਼され，

දᴷ �　ʮ+*4�.����������ʢ߭ࢁ༻อ҆ʣʯͷ۠ࣜܗ

式ܗ ి圧ੑ
ݧࢼさڧ

ݧࢼ࿚さのݎ ؏通ੑݧࢼ
A�1 ˓ 3,600 H/1.5 m 450 H/3 m
A�2 ˓ 2,300 H/1.0 m 300 H/2 m
B�1 ʷ 3,600 H/1.5 m 450 H/3 m
B�2 ʷ 2,300 H/1.0 m 300 H/2 m



��建設機械施工 Vol.67　No.5　May　2015

ʰͣい道の۷削工事，岩ੴのऔ作業，ຢはધの
近एしくはߴ建ங場等で体のམ下するݥةの多い
場ॴにおける作業ʱで，「อޢ」のண用がٛ務化さ
れた（129 の 2）。これにより，࢈業用ϔルϝットが
。めた࢝業にී及し࢈ғのൣ
このため，1955 年に「+*4.7608」が改ਖ਼され，
名শが「߭ࢁ用อ安」から「อ安」に変更された。
また，全࢈業にけてのن格で͋ることを意図して，
಄でద用ൣғを，h ，工場そのଞ体のམ下・ࢁ߭
ඈདྷまたはյのݥةの多い事業場において使用する
อ安ʱとن定された。
種ྨは体のڧさにより に分かれ（ैདྷܗ2，ܗ1
格のAとن B），さらに৯ੑとి圧ੑの༗ແの
み߹わせで 12 種ྨに分けられた。このࡉ分化は体
材࣭の多様化に対Ԡしたもので͋る。
新たにՃ͑られた「体のి圧ੑのݧࢼ」では，
水૧内で体につから 13 ϛリのとこΖまで৯Ԙ水
をຬたし，2,000 V のి圧に 1分ؒ͑，さらに࿙Ӯ
ిྲྀが 3 mAҎ下で͋ることと定められた。
このࠒ，զが国の化学工業は急に発లし，ີߴ度
ポリエνレンथࢷ（HDP&），AB4 थࢷ，ポリΧーϘ
ネートथࢷ（PC）などが工業化された。それに伴い，
ϔルϝット各ࣾでも最新のथࢷを用いた体の開発が
まり，1958࢝ 年に HDP& が，さらに 1960 年લޙ
にAB4と PCが化された。
このதで PC は，'3P とともに体材࣭の主ྲྀと
なった。また，AB4は当ॳ，ީੑなどに問題が͋っ
たが，近年，थࢷの改ྑがਐみ，の࣭も上がっ
た。成ܗがしқいという上の利点も͋り，現ࡏで
は最も多く使われている材࣭で͋る。

（3）  「JIS M 7608-1962（保安帽）」と「JIS M 7608-

1966（保安帽）」
1961（ত 36）年に安全Ӵ生نଇが改ਖ਼され，転
やམのݥةの多いߓՙ役とྛ業関も，อޢ
ண用がٛ務化されたが，それにଓいて，ཌ 1962 年に
は +*4 格も改ਖ਼された。ここではอ安のద用ൣғن
がʰ߭ࢁ，工場，土木，建ங，ધ，ྛ業，そのଞ
体のམ下，ඈདྷまたはյするݥةの多い事業場にお
いて，಄෦をอޢするために使用するʱとن定され，
式は整理されてܗ 3種ྨになった（表─ 2）。
この改ਖ਼ではॳめて，িܸੑと体のڧさを計量
で判定できるように，具体的ながن定された。
িܸੑは，࣭量 3.6 LH のమ球を 1.5 m のߴさからࣗ
༝མ下させた࣌，体の変ܗ量とண装体の৳びの߹計
が 40 mmҎ下，かつஶしいُ྾が生͡ないこととさ

れた。体のڧさでは，1.8 LH の円ਲ਼ܗストライΧを
0.6 m のߴさから体頂෦にࣗ༝མ下させた࣌，体
内෦にऔりけた೪土にできたクϘϛのਂさが15 mm
Ҏ下と定められた。
また，֎؍についての要ٻ項が新たにՃわり，h
体表面は，໌るく͋͟やかな৭࠼のもので͋ることʱ
とされた。
その1966，ޙ 年に改ਖ਼が͋り，とפに関す
るݧࢼの評価方法が໌֬化された。

4．荷役用安全帽と電気用安全帽の JIS規格

1970（ত 45）年，新たにՙ役用安全とిؾ用
安全の +*4 。格が੍定されたن

（1）「JIS T 8134-1970（荷役用安全帽）」
ՙ役用安全とは，積みおΖし作業，「はいつけ」
または「はいくͣし」などのՙ役作業において，主と
してམによる಄෦のোをܰ減するためにண用する
ϔルϝットで͋る。ं用安全とಉ様，িܸٵऩラ
イφーを内装しており，ࠓ日にଓくམ࣌อޢ用ϔル
ϝットのᅘ矢となった。
このن格ではিܸٵऩੑݧࢼにおいて，ॳめてిؾ
的機ثを用いた計ଌ方法がن定された。示された 3通
りの方法のうͪ，ՙॏ計を用いた方法では，લ಄෦と
಄෦にޙ 4.5 LH の木平面ストライΧを 1.5 m のߴさ
からࣗ༝མ下させ，িܸՙॏが 1,800 LHG を͑ない
こととされた。また，様ʑな使用ڥを定して，ࢼ
料となるに，ߴ温，温，ਁせきのલॲ理がՃ͑
られることになった。
一方，؏通ੑݧࢼでは，1.8 LH の円ਲ਼ܗストライ
Χをલ಄෦とޙ಄෦に 0.6 m のߴさからࣗ༝མ下させ
た࣌，ストライΧのઌが 10 mmҎ上ಥきൈけない
ことがن定された。

（2）「JIS T 8135-1970（電気用安全帽）」
圧Ҏ下の಄෦ߴ用安全とは，作業தにおけるؾి
するとともに，これに関連してམ下ࢭを防ނ事ిײ
から಄෦をอޢするために使用するϔルϝットで͋
る。ి圧ݧࢼでは，水૧内で体につから 30 ϛ

දᴷ �　ʮ+*4�.����������ʢอ҆ʣʯͷ۠ࣜܗ

記号 体材࣭ ి圧ੑ
P&

߹成थࢷ
˓

P ʷ
. ۚଐ ʷ
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リのとこΖまでਗ਼水をຬたし，20LV のి圧に 1分ؒ
͑，ॆిిྲྀが 10 mA（60H[）Ҏ下とされた。
িܸੑݧࢼは「+*4.7608�1966（อ安）」と，؏
通ੑݧࢼは「+*458134�1970（ՙ役用安全）」と֓
Ͷಉ͡内容で͋る。
なお，ن格検౼に当たっては，ిྗ会ࣾ，ిؾ工事
会ࣾ，మ道会ࣾより，ं用安全と݉用できる
のن格੍定がڧくٻめられたが，最ऴ的にはं用と
はผ立てでن格化された。

5．「保護帽の規格」制定と JIS規格の統合

（1）「保護帽の規格」
1972（ত 47）年 6 月，࿑働安全Ӵ生法が੍定さ
れた。その1975，ޙ 年 1 月に，ৡ等の੍ݶ等を定
めた第 42 に「อޢ」がՃされ，ಉ年 12 月に「อ
格」ެ，1977نのޢ 年より国Ո検定が開࢝され
た。これҎ߱，検定に߹格しないと「อޢ」として
ൢചできないことになった。
格の۠分はの的により，ඈདྷ・མ下用とن
མ࣌อޢ用に分かれた（表─ 3）。

ैདྷの +*4 上の大きな変更Օॴはまߏ格からのن
ͣ，体のڧ度下を防͙ため，プラスνックの
体では通ؾ孔がڐされなくなったことで͋る。また，
+*4 格では，ண装体のハンϞックの上を݁ଋしてن
いた「ώϞ」とݺれる෦により，಄頂෦と体
内頂面とのܺؒをࣗ༝にௐ整できることがن定されて
いたが，「อޢのن格」ではٯに，の大きさをௐ
અできないこととなった。これに関連して，ண装体の
औりけを通しඥで行うことが多かった '3P のϔ
ルϝットでは，それを؇めたり，いඥにସ͑たりす
ることにより，ෆ安全なঢ়گで使用される可能ੑが
͋ったため，これҎ߱，プラスνックの連݁මまた
はۚଐリベットが用いられるようになった。
؏通ੑ能のݧࢼは +*4 格ಉ様，1.8ن LH の鋼ス
トライΧを体に 0.6 m のߴさからࣗ༝མ下させ，ඈ
དྷ・མ下用では体内෦にऔりけた೪土にできる
クϘϛが 10 mmҎ下，མ用ではクϘϛが 15 mmҎ
下とされた（མ下Օॴは +*4 ಄ޙ，格とಉ͡લ಄෦ن
෦に྆ଆ಄෦がՃわった）。

িܸٵऩੑ能のݧࢼはߴ温，温，ਁせきのલॲ理
を行った上で，ඈདྷ・མ下用では 5 LH の平面スト
ライΧを 1 mのߴさから಄頂෦にམ下させ，མ࣌
อޢ用ではಉ͡ストライΧを1 mのߴさからલ಄෦，
಄෦にམ下させ，ᶃিܸՙॏはޙ 1,000 LHG Ҏ下で͋
ること，ᶄ 750 LHG Ҏ上のিܸՙॏが 1,000 分の 3 ඵ
Ҏ上ܧଓしないこと，ᶅ 500 LHG Ҏ上のিܸՙॏが
1,000 分の 4.5 ඵҎ上ܧଓしないこと，ᶆอޢにஶ
しい損ইが生͡ないこと，とされた。
用のϔルϝットに関しては，1972ؾి 年に「ઈԑ
用อޢ具等のن格」が੍定された1975，ޙ 年に࿑働
安全Ӵ生法施行ྩの一෦が改ਖ਼され，ઈԑ用อޢ具と
してのϔルϝットが型式検定の対となった（1977
年より実施）。

（2）「JIS T 8131-1977（安全帽）」
との整߹ੑをとる「格نのޢอ」で͋るن法੍ڧ
ため，新たな +*4 格はैདྷن格が੍定された。このن
の を（用安全ؾి，อ安，ՙ役用安全）格ن3
౷߹したもので͋る（表─ 4）。

これҎ߱，+*4 に対して，h法「格نのޢอ」格はن
上の運用をิするものとしてҐஔけられるʱこ
とになった（日本工業標準ௐࠪ会標準෦会࿑働安全
用具技術ઐҕ員会 ňh ࿑働安全用具技術分ʱにお
ける標準化ઓུ」2001 年）。

6．国際規格との整合性を踏まえた規格改正

（1）「保護帽の規格」の改正
1991（平成 3）年 8月，イΪリス，アϝリΧ，ドイ
π各国のن格をצ案しながら，「*4O 格ن 3873」をۃ
ྗऔり入れて，「อޢのن格」が改ਖ਼された。
ඈདྷ・མ下用の؏通ੑ能ݧࢼでは，3 LH の円
ਲ਼ܗストライΧを（ैདྷは体）に対して，1 m
のߴさからࣗ༝མ下させた࣌，そのઌがਓ಄型に
৮しないこと，িܸٵऩੑ能ݧࢼではߴ温，温，
ਁせきのલॲ理を行った上，5 LH の球ܗストライ
Χ（ैདྷは平面型ストライΧ）を 1 mのߴさからࣗ

දᴷ �　ʮ+*4�5����������ʢ҆શʣʯͷ۠ࣜܗ

種ྨ 使用۠分
A ඈདྷ・མ下用
B མ࣌อޢ用
AB ඈདྷ・མ下用 /མ࣌อޢ用
A& ඈདྷམ下 用（使用ి圧ؾి/ 7,000 V Ҏ下）
AB& ඈདྷམ下 /མ 使用ి圧）ؾి/ 7,000 V Ҏ下）

දᴷ �　ʮอޢͷ֨نʯͷ۠

۠　分 　ߏ
ඈདྷ・མ下用 体，ண装体，͋ごͻもを༗す
མ࣌อޢ用 体，িܸٵऩライφー，͋ごͻもを༗す
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༝མ下させた࣌にিܸՙॏが 500 LHG Ҏ下と，ݫしく
なる方で変更になった。
一方，མ࣌อޢ用のن定は *4O ，格にはないن
զが国ಠࣗの内容だったが，མࡂにおける効果が
大きいことからن格にり，ݧࢼ方法等もैདྷどおり
となった。
また，ैདྷ，設ஔがڐされていなかった通ؾ孔が，
*4Oن格にならい，国内ن格でもೝめられた。これを
डけて，検定行機関で͋るࣾஂ法ਓ࢈業安全技術協
会が「อޢの検定における通ؾ孔の指針」を定めた
ため，それに基ͮいたが作られるようになった。
その1999，ޙ 年にن格内の計量୯Ґが国際୯Ґܥ

（4* ୯Ґ）に改められた。

（2）  「JIS T 8131-1990（産業用安全帽）」と「JIS T 

8131-2000（産業用安全帽）」
1990（平成 2）年 12 月，「อޢのن格」よりも一
ૣく，「+*458131�1990（࢈業用安全）」が改ਖ਼
された。改ਖ਼内容は新「อޢのن格」と΄΅ಉ͡だ
が，水ੑݧࢼと೩ੑݧࢼはಠࣗのن定で͋る。ま
た，「ઈԑ用อޢ具等のن格」ではి圧ݧࢼにより，
20LV のి圧に 1分ؒ͑るੑ能を༗することとなっ
ているが，Ճ͑て，࿙Ӯిྲྀが 10 mA（60H[）Ҏ下
で͋ることがن定された。
2000 年 3 月，ߏ成を *4O ，格に準͡るとともにن
Ԥभن格 &/397 を参考に改ਖ਼された。主要な改ਖ਼点
として，*4Oن格に準͡たਓ಄型をݧࢼに用いるこ
とになったଞ，؏通ݧࢼにおいて，新たにߴ温と
温のલॲ理が必要になった。また，意ݧࢼとして
温ݧࢼとଆ圧ੑݧࢼがՃわったが，これらは全て
「อޢのن格」にはແい，よりݫしいݧࢼで͋る。
このため，検定をऔಘしてൢചதのでも，+*4 ن
格には߹格できないことが͋る。なお，表─ 4の「
མ࣌อޢ用」が「転・転མ࣌อޢ用」に，「ిؾ用」
が「ిߴ圧ిؾઈԑ用」に名শを変͑た。

7．おわりに

Ҏ上のように，զが国の࢈業用ϔルϝットはこの
80 ༨年ؒ，ن格の整備とڝうようにਐ化を͛てき
た。そのલのਐ化は，新たにऔり入れた体材࣭の
特ੑにෛうとこΖが大きかったが，近年，それは大き
な技術ֵ新によってҝされている。
'3P の体では，材とڧ化材の方に新ૉ材
をࢼすとಉ࣌に，そのみ߹わせをࢼ行ޡࡨすること
により，ੑߴ能でよりܰ量なが生まれてきたが，
できる。また，新たな体ظも更なるܰ量化がޙࠓ
成ܗ方法により，これまでෆ可能だった内装औりけ
ブラケットを成ܗし，ిੑ能をもつ '3P 体の
化に成ޭした。これもޙࠓの大きなਐ化につながる
可能ੑが͋る。
一方，AB4，PCといった可઼ੑथࢷでは，࣍ࡾ
ݩ CADの׆用とۚ型ྲྀ動解ੳのਫ਼度上により，ै
དྷよりもෳࡶなߏの体やண装体を，ൺֱ的খさな
リスクで成ܗできるようになった。例を͛ڍれ，ಁ
໌なͻさし，スムーζな動きの内ଂシールド面，大き
な開口෦をもたらすೋߏ体などが化され，
ϔッドόンドやハンϞックのかͿり৺地や機能上な
ども図られている。
も新しいૉ材や技術を用いて，よりշదなかͿޙࠓ
り৺地の，安全ੑのߴい，ֵ新的なϔルϝットをੈに
出していくことが，ϝーΧーとしての使໋と考͑てい
る。


ʦචऀհʧ
୩ᖒ　ਓ（たに͟わ　なおと）
᷂୩作ॴ
औక役෭ࣾ　Ӧ業෦




